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山田 太郎
〇〇大学大学院 医学系研究科 公衆衛生学分野

2015年にストレスチェック制度が施行されて以降、多くの事業場において労働者のメンタルヘルス不調の予防や職場環境改善に向けた取り組みが進められてきた。一方で、制度の運用が定着するなかで、高ストレス者への対応や集団分析結果の活用、管理職教育の充実など、新たな課題も指摘されている。また、新型コロナウイルス感染症の流行を契機としてテレワークが普及したことにより、従業員間のコミュニケーションの変化や孤立感の増加など、従来とは異なるストレス要因への対応も求められるようになった。
本発表では、これまで演者らが企業や自治体において実施してきたメンタルヘルス対策支援の経験を踏まえ、ストレスチェック制度の現状と課題について概説する。特に、高ストレス者面接指導の実施状況や職場環境改善へのフィードバック方法、産業医・保健師・人事担当者の連携のあり方について紹介する。また、近年注目されている心理的安全性や健康経営の考え方とメンタルヘルス対策との関連についても触れ、組織全体で取り組む予防的アプローチの重要性について考察する。
今後は、ストレスチェック結果を単なるリスク評価にとどめることなく、職場環境の継続的改善や従業員エンゲージメント向上に結び付ける視点が重要になると考えられる。産業保健スタッフだけでなく管理監督者や経営層を含めた多職種協働の体制整備を進めることで、より実効性の高いメンタルヘルス対策の実現が期待される。
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